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スラリー充填繊維コンクリー卜の圧縮特性に及ぼす鋼繊維の種類の影響
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P=Mgh / A合(1.1) 
Mg=ぐ('Pg(l.O-Vf) (1.2) 
Mgh=l昨今 ηPS (1. 3) 
ここに，Cf供試体のかさ体積， Pg:繊維混入率 (η)
O協のグラウトのかさ密度平均値，Mf供試体の質量，






































長さ繊維形状 平均値 vCOV 最小値最大値本
(凹) (免) (九) (九)数
20 14.7 4.2114.016.1 
30 立体波形 13.0 7.40 10.9 14. 1 
4o 10.42.65 10.010.8 







(mm) (N/mm2) (九) (N/mm2) 数
(繊維無混入) 122 1. 29 120 123 
20 152 8.41 140 165 
30 立体波形 93.2 2.72 90.6 95.6 
4o 93.710.9 82.3 102 
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/ 後掲写真一 1(b) 
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繊維混入率平均値 13.2vol.九繊維混入率平均値 15.1 vol.免
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本稿の研究成果は，平成 26年度科学研究費補助金 若ー手 (B)研
究課題番号26820240の支援による。また本実験を遂行するにあた
り，平成28年度国立豊田高専建築学科山本研究室の卒研生，竹本
左から (a )繊維長さ20mm[図-4 (a) :軟化型]
( b )繊維長さ20mm[図-4 (a) :型性型+軟化型]
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1) SIFCONは，型枠内に繊維を詰め込んだ後，グラウトを注入して
製造する。よって， FRCと異なり流動性を確保する必要がない。
2)直線形の繊維は，アスペクト比が大きいほど，実積率が小さくな
る結果が得られている 3)。なお，本実験では，主に立体波形の繊
維を対象としているため，今後，実積率や波形などを考慮したア
スペクト比の関係を，検討する必要がある。
3)実積率試験用容器に対して骨材粒径が相対的に大きいほど，容器
内面近傍で骨材が充填されにくい壁効果で，骨材の実積率が小さ
くなる解析結果が得られている。
